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 〈ごあいさつ〉 

 今年は関東大震災から100年を迎え

たことから、県議会の主催で9月1日の

防災の日を中心に地震を想定したシェ

イクアウト訓練を行いました。約60万

人の県民、団体の皆さんが参加され、防

災意識を共有することができました。参

加された皆様に感謝申し上げますとと

もに、日頃の災害に対する備えをお願い

します。 

 私は、県議会の警察危機管理防災委員

会の委員として、安全、安心な郷土埼玉

をつくるために、引き続き県の防災対策

の強化に取り組んでまいります。 

 子どもの放置による事故を防ぐことを目

的とした「虐待禁止条例の一部改正条例」案

が、9月定例会中に自民党議員団から提出さ

れました。改正条例案では、小学校３年生以

下の子どもを車内や住宅などに残して外出

しないことを保護者に義務付け、４～６年生

については努力義務とする。また、虐待を受

けた子どもを発見した場合の県民の通告・通

報を義務化しようとする条項を加えようと

したものです。 

 この条例案について、県民の皆様から多く

の懸念や疑問の声が寄せられたため、諸般の

事情を勘案して県議団から条例案の撤回の

申し出があり、本条例案は廃案となりまし

た。  

 一般会計補正予算をはじめ、条例（5件）、工事請負契約の締結（朝霞児童
相談所、越谷警察署庁舎新築工事など4件）、財産の取得（抗インフルエンザ
薬）など17件の議案が承認されました。 

165億1,057万9千円を承認  

 高齢者・障害者施設等における新型コロナウイルス感染症対策の支援継続や企業版ふ

るさと納税を活用したeスポーツの普及・裾野拡大のためのイベント開催に要する経費

に予算措置を講じるとともに、公共事業の追加など当面対応すべき事業について補正予

算を編成しました。 

高齢者・障害者施設等における新型
コロナウイルス感染症対策の支援
継続 

 69億4,946万6千円 

企業版ふるさと納税を活用した
eスポーツの普及・裾野拡大  

 1,062万9千円 

●プロ選手によるエキシビション

マッチや体験会の開催 

●高校生を対象としたトレーニン

グキャンプの開催 

公共事業の追加・適正工期の確保  

21億6,345万3千円 

●道路・街路事業(21か所)、河川事業

(13か所)、公園事業(１か所)  

●繰越明許費の設定  

 94億2,707万１千円  

高齢者講習施設庁舎建設費の継続
費の変更  

４億8,845万5千円 

 現在建設中の高齢者講習施設（さ

いたま市岩槻区）の駐車場予定地か

らヒ素が検出され土壌の処分が必

要となったため、令和５年度までの

事業期間を令和６年度まで延長す

るものです。総額が6億753万円増

え、全体で68億3,425万円となり

ます。  

 施設の開所時期は、土壌処分は庁

舎本体工事に影響が及ばないため、

当初計画どおり令和6年5月の予定

です。  

地域医療介護総合確保基金への積
み立て 

68億9,857万6千円 

●高齢者施設等における感染発生

時のサービス提供体制の継続確

保への支援財源として措置され

る国庫支出金を基金に積み立て

るものです。  

 関東大震災から100年目にあたる9月1

日、県議会が県民の参加を働きかけて、県

内一斉シェイクアウト訓練が実施されま

した。個人、家庭、小中学校をはじめ、企

業、団体、市町村役場など、当初目標人数

を大きく上回る約59万5千人が登録し参

加しました。 

 この訓練を通じて、災害伝言ダイヤルの

体験利用や避難経路・場所の確認なども

行っていただき、広く防災意識の向上が図

られました。 

 



 地域の安全を守る拠点として親しまれて

きた西入間警察署越生交番が、施設の老朽化

のため現在地に改築されることになりまし

た。昭和49年4月、現在の場所に西入間警察

署越生幹部派出所として設置され、平成6年

11月越生交番に名称が変更され今日に至っ

ています。 

 令和5年度に基本設計を行い、令和６年度

中に完成予定です。  

■警察危機管理防災委員
会 

 8月31日、警察危機管理防災委

員会は、東京消防庁の即応対処部

隊（東京都葛飾区）と千葉運転免

許センター(千葉市)を視察しま

した。 

 即応対処部隊は、広域的な自然

災害に特化して、エアボートをは

じめ水陸両用車両、高機動救助車

などの特殊車両を備えており、先

遣隊としての役割を担っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、千葉運転免許センターで

は、運転免許更新時に優良運転者

がオンライン講習をできるモデ

ル事業を行っています。来年度に

は、自動受付機や事前予約システ

ムを導入する予定です。埼玉県で

も今後こうしたシステムを導入

することになるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地方創生・行財政改革特
別委員会 

 9月11日～12日、当該特別委

員会は、地域活性化の取組事例と

して「なごのキャンパス」（名古屋

市）と「とよたエコフルタウン」

（豊田市）を視察しました。 

 「なごのキャンパス」は、廃校

となった小学校を市が2019年に

リノベーションして産業・ベン

チャーを育成する施設に転換し、

現在トヨタ不動産㈱が借り受け

て運営されています。遊休施設の

活用や産業活動との連動など、地

域活性化の参考になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、「とよたエコフルタウン」

は、SDGｓ未来都市に指定され

ている豊田市が、持続可能な社会

の実現に向けた取組を紹介する

全国初の施設です。ロボットや

様々な移動支援のための乗り物

を展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■監査委員会から知事へ
監査意見書提出 

 9月14日、県監査委員から知事

に対して令和４年度決算等につ

いて、意見書を提出しました。監

査委員４名のそれぞれから説明

の後、意見書が砂川副知事に手渡

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■赤い羽根共同募金の街
頭活動 

 10月3日、浦和駅、大宮駅、川

口駅において社会福祉議員連盟

の県議が主体となって、赤い羽根

共同募金の街頭活動を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防犯のまちづくりキャ
ンペーンの街頭活動 

 10月11日、浦和駅において防

犯のまちづくり推進議員連盟の

県議により、防犯キャンペーンを

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■西入間地区地域安全・暴
力排除推進大会 

 10月14日、ウィズもろやま

（毛呂山町）において表彰並びに

大会宣言が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 犯罪を起こさせにくい地域環境づ

くりを推進するため、防犯カメラの設

置を行う市町村に対し、県が「防犯環境整備推進補助

金」を交付しています。 

 補助額については、原則として対象経費の３分の１

以内ですが、財政力や犯罪状況などを勘案して県が指

定する市町村は、補助率が３分の２となります。県指

定市町村の状況は、令和２，３年度が越生町、鳩山町、

令和４年度が毛呂山町、鳩山町、令和５年度が３町と

なっています。 

  R５年度 R４年度 R３年度 R２年度 

毛呂山町 

交付額 

(設置か所) 

2,510 

(６か所) 

2,236 

(６か所) 
要望なし 要望なし 

県指定 〇 〇   

鳩山町 

交付額 

(設置か所) 

3,050 

(６か所) 

1,685 

(６か所) 

1,298 

(３か所) 

1,371 

(３か所) 

県指定 〇 〇 〇 〇 

越生町 

交付額 

(設置か所) 
要望なし 要望なし 要望なし 要望なし 

県指定 〇  〇 〇 

12月定例県議会で武内
県議が一般質問 
 12月定例県議会が12月4日

から22日までの日程で開会さ

れる予定です。一般質問は8日

から14日まで行われます。武

内県議は14日(木)15時から

登壇する予定です。 
※県議会の様子は随時
インターネットでも
中継されます。県議
会のHPからご覧くだ
さい。右のQRコードか
らアクセスできます。 


